
令和３年度第１回廃校施設の利活用に係る地域との意見  

交換会（吉川地区） 議事録  

 

１ 日  時 令和３年７月３日（土） 午後６時３０分～午後８時  

 

２ 会  場 吉川町公民館 ２階研修室  

 

３ 出席者 地域：代表者２１名（１名欠席）  

      オブザーバー：松原議員、穂積議員（欠席）  

市：総合政策部長、総務部長、教育総務部長、企画政策課  

長、財政課長、経営管理課長、教育施設課長、吉川町公  

民館長  

 

４ 意見交換の内容  

 

（地域）廃校施設の整備方針では、地域又は民間が廃校を利活用する

という選択肢になっているが、廃校を使って地域を活性化する場合、

市が中心となって活用することはないのか。  

 

（市）市での廃校の利活用については、全庁的に検討したが、行政目

的で活用したいという部署はなかった。唯一の案は民間主体による

ゴルフの人材育成拠点であった。今、行政として吉川地区の活性化

に向けて取り組んでいる事業としては、道の駅化に向けた山田錦の

郷活性化構想と吉川支所再編に伴う支所の空きスペースの活用であ

る。  

 

（地域）ゴルフをしたことが無い方がゴルフを体験できるような施設

が良い。地域から提案のあった内容を市が実施するということはな

いのか。  

 

（市）地域からの提案について、一定のイニシャル費用の負担など協

力することは可能であるが、市が実施主体となって事業を実施して

いくということは考えていない。  

 

（地域）地元の企業が廃校について提案してくれているのは、ありが



たい。また、廃校利活用について、地域と意見交換を行っていると

いうことを地域の皆さんにも知っていただきたい。  

 

（地域）東吉川小学校の跡地活用については、いつから議論するのか。  

 

（市）市の条例改正により廃校となることが市議会に承認されてから

である。  

 

（地域）旧中吉川小学校、旧上吉川小学校は避難所に指定されている

と思うが、避難所はどうなるのか。  

 

（市）仮に民間事業者が活用する場合であっても、災害時は避難所と

して維持することは可能である。ただし、利活用がなく施設を解体

しないといけなくなる場合は、新たな避難所を指定する必要がある。 

 

（地域）廃校利活用について住民の意見をどこまでの範囲で聴取する

のか。また、利活用について決めるまでの期限はあるのか。  

 

（市）意見交換会の場だけではなく、最終的には住民説明会の開催や

周辺住民への説明や意見聴取も必要であると考える。また、期限に

ついては、いつまでとは決めていない。ただ、建物は使用していな

いと劣化が進んでいくので、利活用せずに長期間置いておくことは

できない。  

 

（地域）近隣市町の廃校の事例をもっと紹介してもらいたい。丹波篠

山市では、廃校を地域活性化施設として市が地域団体を指定管理者

として指定し、地域団体が施設管理及び運営をしている。市で廃校

利活用のメニューをもっと多く示してほしい。  

 

 

（地域）体育館とグラウンドはこれまでスポーツクラブ２１などで利

用してきた。今後も利用していくために、維持管理費を市に補助し

てもらいたい。  

 

（地域）廃校の備品を地域が優先的に使えるようにしてもらいたい。  



 

（市）廃校施設にある備品については、他の学校や教育施設、その他

市の部署で必要な備品については移管する予定である。まずは、他

の学校に必要な備品を配りたい。  

 

（市）費用や備品などの話はあると思うが、地域として今後、どのよ

うなことが必要なのか。また、廃校を活用してどのようなことをし

たいのかということをもっと出していただければと思う。  

 

（地域）ゴルフアカデミーの進捗はどうなっているのか。  

 

（市）ゴルフ人材育成拠点の内容については、ゴルフのまち推進課に

おいて現在も検討中である。  

 

（地域）地域を今後どのようにしていくという大きな方向性を地域に

求められても、市の財政状況もわからない中で、地域として判断で

きない。行政でないと決められないのではないか。  

 

（地域）他市町では、廃校施設の活用先が無く困っている自治体が多

い中で、民間事業者が提案してくれていること自体嬉しく思う。民

間事業者の提案で前向きに進めてもらいたい。  

 

（市）市もありがたい提案をいただいていると思っている。民間提案

も加味した上で、検討いただければと思う。  

 

（地域）次回の意見交換会までに地域の意見をまとめるような会議を

地域内で持つべきでは。  

 

（市）他地域でも、地域内で会議を持たれているので、一度地域内で

話し合うような機会を設けていただきたい。  

 

 


